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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　有機電界発光表示装置の複数の発光制御線に発光制御信号を供給するエミッション駆動
部において；
　前記発光制御線の各々に接続される複数のステージを備え、
　前記ステージの各々は、
　第１ノードに、第１信号または第２信号のいずれか１つを供給するための入力部と、
　前記第１ノードに前記第２信号が入力されたときに第１レベルの電圧を出力し、前記第
１信号が入力されたときに第２レベルの電圧を出力するための出力部と、
　電源が入力される初期駆動期間に、前記第１ノードに前記第２信号を供給するための初
期駆動制御部と、
　を有し、
　前記入力部は、
　第１電極が第３電源に接続され、第２電極が前記第１ノードに接続され、ゲート電極が
第１入力端子に接続される第１トランジスタと、
　第１電極が前記第１ノードに接続され、第２電極が第３入力端子に接続される第２トラ
ンジスタと、
　前記第２トランジスタのゲート電極と第１電極との間に接続される第１キャパシタと、
　第１電極が前記第２トランジスタのゲート電極に接続され、第２電極が第２入力端子に
接続され、ゲート電極が前記第１入力端子に接続される第３トランジスタと、
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　を備え、
　前記初期駆動制御部は、
　第１電極が前記第３電源に接続され、第２電極が前記第２トランジスタのゲート電極に
接続され、ゲート電極が第４入力端子に接続される第１０トランジスタと、
　第１電極が前記第１ノードに接続され、第２電極が前記第３電源よりも低い電圧に設定
される第４電源に接続され、ゲート電極が前記第４入力端子に接続される第１１トランジ
スタと、
　を備え、
　前記第４入力端子には、前記初期駆動期間において、前記第１０トランジスタ及び第１
１トランジスタがターンオンし得るように、初期制御信号が供給されることを特徴とする
、エミッション駆動部。
【請求項２】
　前記第１レベルの電圧は、ハイレベルの電圧を意味し、前記第２レベルの電圧は、前記
第１レベルの電圧よりも低いローレベルの電圧を意味することを特徴とする、請求項１に
記載のエミッション駆動部。
【請求項３】
　前記第１入力端子には第１クロック信号が供給され、前記第３入力端子には前記第１ク
ロック信号が反転した第１クロック反転信号が入力されることを特徴とする、請求項１に
記載のエミッション駆動部。
【請求項４】
　前記第２入力端子には、直前の前記ステージの出力信号または開始信号が入力されるこ
とを特徴とする、請求項１または３に記載のエミッション駆動部。
【請求項５】
　前記初期駆動制御部は、前記初期駆動期間において、前記第２信号として前記第４電源
の電圧を前記第１ノードに供給することを特徴とする、請求項１に記載のエミッション駆
動部。
【請求項６】
　前記出力部は、
　第１電極が前記第３電源に接続される第４トランジスタ、第６トランジスタ、及び第８
トランジスタと、
　第２電極が前記第４電源に接続され、第１電極が前記第４トランジスタの第２電極に接
続される第５トランジスタと、
　第２電極が前記第４電源に接続され、第１電極が前記第６トランジスタの第２電極に接
続される第７トランジスタと、
　第２電極が前記第４電源に接続され、第１電極が前記第８トランジスタの第２電極に接
続される第９トランジスタと、
　前記第９トランジスタのゲート電極と第１電極との間に接続される第２キャパシタと、
　を備えることを特徴とする、請求項１または５に記載のエミッション駆動部。
【請求項７】
　発光制御線、走査線、及びデータ線の交差部に位置する複数の画素を有する画素部と、
　前記走査線を駆動するための走査駆動部と、
　前記データ線を駆動するためのデータ駆動部と、
　前記発光制御線を駆動するため、前記発光制御線の各々に接続される複数のステージを
有するエミッション駆動部と、
　を備え、
　前記ステージの各々は、
　第１ノードに、第１信号または第２信号のいずれか１つを供給するための入力部と、
　前記第１ノードに前記第２信号が入力されたときに第１レベルの電圧を出力し、前記第
１信号が入力されたときに第２レベルの電圧を出力するための出力部と、
　電源が入力される初期駆動期間に、前記第１ノードに前記第２信号を供給するための初
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期駆動制御部と、
　を有し、
　前記入力部は、
　第１電極が第３電源に接続され、第２電極が前記第１ノードに接続され、ゲート電極が
第１入力端子に接続される第１トランジスタと、
　第１電極が前記第１ノードに接続され、第２電極が第３入力端子に接続される第２トラ
ンジスタと、
　前記第２トランジスタのゲート電極と第１電極との間に接続される第１キャパシタと、
　第１電極が前記第２トランジスタのゲート電極に接続され、第２電極が第２入力端子に
接続され、ゲート電極が前記第１入力端子に接続される第３トランジスタと、
　を備え、
　前記初期駆動制御部は、
　第１電極が前記第３電源に接続され、第２電極が前記第２トランジスタのゲート電極に
接続され、ゲート電極が第４入力端子に接続される第１０トランジスタと、
　第１電極が前記第１ノードに接続され、第２電極が前記第３電源よりも低い電圧に設定
される第４電源に接続され、ゲート電極が前記第４入力端子に接続される第１１トランジ
スタと、
　を備え、
　前記第４入力端子には、前記初期駆動期間において、前記第１０トランジスタ及び前記
第１１トランジスタがターンオンし得るように、初期制御信号が供給されることを特徴と
する、有機電界発光表示装置。
【請求項８】
　前記第１レベルの電圧は、ハイレベルの電圧を意味し、前記第２レベルの電圧は、前記
第１レベルの電圧よりも低いローレベルの電圧を意味することを特徴とする、請求項７に
記載の有機電界発光表示装置。
【請求項９】
　前記第１入力端子には第１クロック信号が供給され、前記第３入力端子には前記第１ク
ロック信号が反転した第１クロック反転信号が入力されることを特徴とする、請求項７に
記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１０】
　前記第２入力端子には、直前の前記ステージの出力信号または開始信号が入力されるこ
とを特徴とする、請求項７または９に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１１】
　前記初期駆動制御部は、前記初期駆動期間において、前記第２信号として前記第４電源
の電圧を前記第１ノードに供給することを特徴とする、請求項７に記載の有機電界発光表
示装置。
【請求項１２】
　前記出力部は、
　第１電極が前記第３電源に接続される第４トランジスタ、第６トランジスタ、及び第８
トランジスタと、
　第２電極が前記第４電源に接続され、第１電極が前記第４トランジスタの第２電極に接
続される第５トランジスタと、
　第２電極が前記第４電源に接続され、第１電極が前記第６トランジスタの第２電極に接
続される第７トランジスタと、
　第２電極が前記第４電源に接続され、第１電極が前記第８トランジスタの第２電極に接
続される第９トランジスタと、
　前記第９トランジスタのゲート電極と第１電極との間に接続される第２キャパシタと、
　を備えることを特徴とする、請求項７または１１に記載の有機電界発光表示装置。
 
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機電界発光表示装置の発光制御線に発光制御信号を供給するためのエミッ
ション駆動部及び有機電界発光表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、陰極線管（Ｃａｔｈｏｄｅ　Ｒａｙ　Ｔｕｂｅ）の短所である重量及び体積を減
らすことのできる各種平板表示装置が開発されている。平板表示装置には、液晶表示装置
（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）、電界放出表示装置（Ｆｉｅｌｄ　
Ｅｍｉｓｓｉｏｎ　Ｄｉｓｐｌａｙ）、プラズマ表示パネル（Ｐｌａｓｍａ　Ｄｉｓｐｌ
ａｙ　Ｐａｎｅｌ）、及び有機電界発光表示装置（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉ
ｔｔｉｎｇ　Ｄｉｓｐｌａｙ）などがある。
【０００３】
　平板表示装置のうち、有機電界発光表示装置は、電子と正孔との再結合により光を発生
する有機発光ダイオードを用いて映像を表示する。このような有機電界発光表示装置は、
速い応答速度を有するとともに、低消費電力で駆動できる長所がある。一般的な有機電界
発光表示装置は、画素ごとに形成された駆動トランジスタを用いてデータ信号に対応する
電流を有機発光ダイオードに供給することにより、有機発光ダイオードで光を発生させて
映像を表示する。
【０００４】
　このような従来の有機電界発光表示装置は、データ線にデータ信号を供給するためのデ
ータ駆動部と、走査線に走査信号を順次供給するための走査駆動部と、発光制御線に発光
制御信号を供給するためのエミッション駆動部と、データ線、走査線、及び発光制御線に
接続される複数の画素を有する画素部と、を備える。
【０００５】
　画素部に含まれている画素は、走査線に走査信号が供給されたときに選択され、データ
線からデータ信号を受信する。データ信号を受信した画素は、データ信号に対応する所定
の輝度の光を生成しながら、所定の映像を表示する。ここで、画素の発光時間は、発光制
御線から供給される発光制御信号によって制御される。一般的に、発光制御信号は、画素
にデータ信号が供給される期間に供給され、その間は画素を非発光状態に設定する。
【０００６】
【特許文献１】大韓民国特許公開第２００６－００３１５４７号
【特許文献２】大韓民国特許公開第２００７－００１９４６３号
【特許文献３】大韓民国特許公開第２００７－０１００５４５号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　ここで、有機電界発光表示装置の安定した駆動のためには、電源の入力から画素部の画
素が通常発光する前までの初期駆動期間に発光制御信号が供給され、画素が非発光状態に
設定されなければならない。しかし、従来のエミッション駆動部は、初期駆動期間におい
て出力が「Ｕｎｋｎｏｗｎ」状態に設定される。すなわち、初期駆動期間において、一部
の発光制御線には発光制御信号が供給されるが、残りの発光制御線には発光制御信号が供
給されない。そのため、発光制御信号が供給されていない発光制御線に接続された一部の
画素では不要な発光が生じ、品質が低下する問題が発生していた。
【０００８】
　そこで、本発明は、このような問題に鑑みてなされたもので、その目的とするところは
、初期駆動期間には、画素が非発光状態に設定され得るように、全ての発光制御線に発光
制御信号を供給することができる、エミッション駆動部及び有機電界発光表示装置を提供
することにある。
【課題を解決するための手段】
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【０００９】
　上記課題を解決するために、本発明のある観点によれば、有機電界発光表示装置の複数
の発光制御線に発光制御信号を供給するエミッション駆動部において、発光制御線の各々
に接続される複数のステージを備え、ステージの各々は、第１ノードに、第１信号または
第２信号のいずれか１つを供給するための入力部と、第１ノードに第２信号が入力された
ときに第１レベルの電圧を出力し、第１信号が入力されたときに第２レベルの電圧を出力
するための出力部と、電源が入力される初期駆動期間に、第１ノードに第２信号を供給す
るための初期駆動制御部と、を有することを特徴とする、エミッション駆動部が提供され
る。
【００１０】
　こうして、本発明のエミッション駆動部によれば、発光制御線に接続されるステージ内
の初期駆動制御部が、電源の入力から画素部の画素が通常発光する前までの初期駆動期間
には、発光制御線に第１レベルの電圧を有する発光制御信号を供給するように駆動されて
画素を非発光状態に設定するので、画素の異常な発光を防止することができる。この時、
第１ノードは、入力部または初期駆動制御部から供給される第１信号または第２信号を、
出力部に供給するための接続点となっている。
【００１１】
　ここで、第１レベルの電圧は、ハイレベルの電圧を意味し、第２レベルの電圧は、第１
レベルの電圧よりも低いローレベルの電圧を意味することができる。発光制御線に第１レ
ベルの電圧を有する発光制御信号を供給することにより、画素を非発光状態に設定するこ
とができる。
【００１２】
　入力部は、第１電極が第３電源に接続され、第２電極が第１ノードに接続され、ゲート
電極が第１入力端子に接続される第１トランジスタと、第１電極が第１ノードに接続され
、第２電極が第３入力端子に接続される第２トランジスタと、第２トランジスタのゲート
電極と第１電極との間に接続される第１キャパシタと、第１電極が第２トランジスタのゲ
ート電極に接続され、第２電極が第２入力端子に接続され、ゲート電極が第１入力端子に
接続される第３トランジスタと、を備えることができる。
【００１３】
　この時、第１入力端子には第１クロック信号が供給され、第３入力端子には第１クロッ
ク信号が反転した第１クロック反転信号が入力されるとよい。また、第２入力端子には、
直前のステージの出力信号または開始信号が入力されるとよい。直前のステージとは、１
つ前のステージのことであり、例えば、ｎ番目のステージの第２入力端子に、ｎ－１番目
のステージの出力信号が入力されることを意味する。
【００１４】
　初期駆動制御部は、第１電極が第３電源に接続され、第２電極が第２トランジスタのゲ
ート電極に接続され、ゲート電極が第４入力端子に接続される第１０トランジスタと、第
１電極が第１ノードに接続され、第２電極が第３電源よりも低い電圧に設定される第４電
源に接続され、ゲート電極が第４入力端子に接続される第１１トランジスタと、を備える
ことができる。
【００１５】
　また、第４入力端子には、初期駆動期間において、第１０トランジスタ及び第１１トラ
ンジスタがターンオンし得るように、初期制御信号が供給されるとよい。また、初期駆動
制御部は、初期駆動期間において、第２信号として第４電源の電圧を第１ノードに供給す
ることができる。こうして初期駆動期間には、発光制御線に発光制御信号を供給すること
ができる。
【００１６】
　出力部は、第１電極が第３電源に接続される第４トランジスタ、第６トランジスタ、及
び第８トランジスタと、第２電極が第４電源に接続され、第１電極が第４トランジスタの
第２電極に接続される第５トランジスタと、第２電極が第４電源に接続され、第１電極が
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第６トランジスタの第２電極に接続される第７トランジスタと、第２電極が第４電源に接
続され、第１電極が第８トランジスタの第２電極に接続される第９トランジスタと、第９
トランジスタのゲート電極と第１電極との間に接続される第２キャパシタと、を備えるこ
とができる。
【００１７】
　上記課題を解決するために、本発明の別の観点によれば、発光制御線、走査線、及びデ
ータ線の交差部に位置する複数の画素を有する画素部と、走査線を駆動するための走査駆
動部と、データ線を駆動するためのデータ駆動部と、発光制御線を駆動するため、発光制
御線の各々に接続される複数のステージを有するエミッション駆動部と、を備え、ステー
ジの各々は、第１ノードに、第１信号または第２信号のいずれか１つを供給するための入
力部と、第１ノードに第２信号が入力されたときに第１レベルの電圧を出力し、第１信号
が入力されたときに第２レベルの電圧を出力するための出力部と、電源が入力される初期
駆動期間に、第１ノードに第２信号を供給するための初期駆動制御部と、を有することを
特徴とする、有機電界発光表示装置が提供される。
【００１８】
　こうして、本発明の有機電界発光表示装置によるエミッション駆動部において、発光制
御線に接続されるステージ内の初期駆動制御部が、電源の入力から画素部の画素が通常発
光する前までの初期駆動期間には、発光制御線に第１レベルの電圧を有する発光制御信号
を供給するように駆動されて画素を非発光状態に設定するので、画素の異常な発光を防止
することができ、有機電界発光表示装置の表示品質を向上させることができる。この時、
第１ノードは、入力部または初期駆動制御部から供給される第１信号または第２信号を、
出力部に供給するための接続点となっている。
【００１９】
　ここで、第１レベルの電圧は、ハイレベルの電圧を意味し、第２レベルの電圧は、第１
レベルの電圧よりも低いローレベルの電圧を意味することができる。発光制御線に第１レ
ベルの電圧を有する発光制御信号を供給することにより、画素を非発光状態に設定するこ
とができる。
【００２０】
　入力部は、第１電極が第３電源に接続され、第２電極が第１ノードに接続され、ゲート
電極が第１入力端子に接続される第１トランジスタと、第１電極が第１ノードに接続され
、第２電極が第３入力端子に接続される第２トランジスタと、第２トランジスタのゲート
電極と第１電極との間に接続される第１キャパシタと、第１電極が第２トランジスタのゲ
ート電極に接続され、第２電極が第２入力端子に接続され、ゲート電極が第１入力端子に
接続される第３トランジスタと、を備えることができる。
【００２１】
　この時、第１入力端子には第１クロック信号が供給され、第３入力端子には第１クロッ
ク信号が反転した第１クロック反転信号が入力されるとよい。また、第２入力端子には、
直前のステージの出力信号または開始信号が入力されるとよい。直前のステージとは、１
つ前のステージのことであり、例えば、ｎ番目のステージの第２入力端子に、ｎ－１番目
のステージの出力信号が入力されることを意味する。
【００２２】
　初期駆動制御部は、第１電極が第３電源に接続され、第２電極が第２トランジスタのゲ
ート電極に接続され、ゲート電極が第４入力端子に接続される第１０トランジスタと、第
１電極が第１ノードに接続され、第２電極が第３電源よりも低い電圧に設定される第４電
源に接続され、ゲート電極が第４入力端子に接続される第１１トランジスタと、を備える
ことができる。
【００２３】
　また、第４入力端子には、初期駆動期間において、第１０トランジスタ及び第１１トラ
ンジスタがターンオンし得るように、初期制御信号が供給されるとよい。また、初期駆動
制御部は、初期駆動期間において、第２信号として第４電源の電圧を第１ノードに供給す
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ることができる。こうして初期駆動期間には、発光制御線に発光制御信号を供給すること
ができる。
【００２４】
　出力部は、第１電極が第３電源に接続される第４トランジスタ、第６トランジスタ、及
び第８トランジスタと、第２電極が前記第４電源に接続され、第１電極が第４トランジス
タの第２電極に接続される第５トランジスタと、第２電極が第４電源に接続され、第１電
極が第６トランジスタの第２電極に接続される第７トランジスタと、第２電極が第４電源
に接続され、第１電極が第８トランジスタの第２電極に接続される第９トランジスタと、
第９トランジスタのゲート電極と第１電極との間に接続される第２キャパシタと、を備え
ることができる。
【発明の効果】
【００２５】
　以上詳述したように本発明によれば、有機電界発光表示装置のエミッション駆動部内に
設けられる初期駆動制御部によって、電源の入力から画素部の画素が通常発光する前まで
の初期駆動期間に、発光制御信号を発光制御線に供給して画素を非発光状態に設定し、画
素の異常な発光を防止することができ、有機電界発光表示装置の表示品質を向上させるこ
とができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２６】
　以下に添付図面を参照しながら、本発明の好適な実施の形態について詳細に説明する。
なお、本明細書及び図面において、実質的に同一の機能構成を有する構成要素については
、同一の符号を付することにより重複説明を省略する。
【００２７】
　図１は、本発明の実施の形態に係る有機電界発光表示装置の構成を示す説明図である。
図１では、走査駆動部１０とエミッション駆動部３０とが互いに分離されたものとして示
されているが、走査駆動部１０内にエミッション駆動部３０が含まれていてもよい。
【００２８】
　図１に示すように、本発明の実施の形態に係る有機電界発光表示装置は、走査線Ｓ１～
Ｓｎ、データ線Ｄ１～Ｄｍ、及び発光制御線Ｅ１～Ｅｎに接続される複数の画素５０を含
む画素部４０と、走査線Ｓ１～Ｓｎを駆動するための走査駆動部１０と、データ線Ｄ１～
Ｄｍを駆動するためのデータ駆動部２０と、発光制御線Ｅ１～Ｅｎを駆動するためのエミ
ッション駆動部３０と、走査駆動部１０、データ駆動部２０、及びエミッション駆動部３
０を制御するためのタイミング制御部６０と、を備える。
【００２９】
　走査駆動部１０は、タイミング制御部６０の制御により、走査線Ｓ１～Ｓｎに走査信号
を順次供給する。すると、走査線Ｓ１～Ｓｎに接続された画素５０が順次選択される。
【００３０】
　データ駆動部２０は、タイミング制御部６０の制御により、データ線Ｄ１～Ｄｍにデー
タ信号を供給する。ここで、データ駆動部２０は、走査信号が供給されるたびにデータ線
Ｄ１～Ｄｍにデータ信号を供給する。すると、走査信号によって選択された画素５０にデ
ータ信号が供給され、画素５０の各々は、自体に供給されたデータ信号に対応する電圧を
充電する。
【００３１】
　エミッション駆動部３０は、タイミング制御部６０の制御により、発光制御線Ｅ１～Ｅ
ｎに発光制御信号を順次供給する。例えば、エミッション駆動部３０は、画素５０の各々
にデータ信号が供給される期間には、画素５０が非発光となるように、発光制御信号を供
給する。つまり、エミッション駆動部３０は、電源が供給される初期駆動期間において、
発光制御線Ｅ１～Ｅｎに発光制御信号を供給し、画素５０を非発光状態に設定する。こう
して、初期駆動期間に画素５０が非発光状態に設定されると、異常発光による表示品質の
低下を防止することができる。
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【００３２】
　画素部４０は、マトリクス状に配置される複数の画素５０を有している。画素５０の各
々は、データ信号に対応する電流を第１電源ＥＬＶＤＤから有機発光ダイオード（図示せ
ず）を経由して第２電源ＥＬＶＳＳに供給しながら、所定の輝度の光を発生する。このよ
うな画素５０は、発光制御信号が供給されたときに非発光状態に設定される。
【００３３】
　図２は、図１に示すエミッション駆動部３０の構成を概略的に示す説明図である。図２
に示すように、本実施の形態のエミッション駆動部３０は、発光制御線Ｅ１～Ｅｎの各々
に接続されるステージ３２１、３２２、...を備える。各々のステージ３２１、３２２、.
..は、各々発光制御線Ｅ１、Ｅ２、...に接続され、２つのクロック信号によって駆動さ
れる。
【００３４】
　これを詳説すると、タイミング制御部６０は、４つのクロック信号Ｃｌｋ１、Ｃｌｋ１
ｂ、Ｃｌｋ２、Ｃｌｋ２ｂと開始信号ＳＰとをエミッション駆動部３０に供給する。ここ
で、第１クロック信号Ｃｌｋ１及び第１クロック信号Ｃｌｋ１の反転信号である第１クロ
ック反転信号Ｃｌｋ１ｂは、奇数番目のステージ３２１、３２３、３２５、...に供給さ
れ、第２クロック信号Ｃｌｋ２及び第２クロック信号Ｃｌｋ２の反転信号である第２クロ
ック反転信号Ｃｌｋ２ｂは、偶数番目のステージ３２２、３２４、...に供給される。そ
して、開始信号ＳＰは、第１ステージ３２１及び第２ステージ３２２に供給される。
【００３５】
　図３は、エミッション駆動部３０の通常駆動期間のステージの動作過程において、４つ
のクロック信号Ｃｌｋ１、Ｃｌｋ１ｂ、Ｃｌｋ２、Ｃｌｋ２ｂ、開始信号ＳＰ、及び発光
制御線Ｅ１～Ｅ４に加えられる信号のタイミングが示された説明図であるが、ここで、第
１クロック信号Ｃｌｋ１及び第２クロック信号Ｃｌｋ２は、図３に示すように同じ周期を
有し、ハイレベルの電圧期間（またはローレベルの電圧期間）が１／４周期ずつ重畳され
るように供給される。
【００３６】
　図２に示されるように、ｉ（ｉは自然数）番目のステージ３２ｉの出力は、インバータ
ＩＮを経由してｉ＋２番目のステージ３２ｉ＋２に供給される。言い換えれば、第１ステ
ージ３２１の出力は、インバータＩＮを経由して第３ステージ３２３に供給され、第３ス
テージ３２３の出力は、インバータＩＮを経由して第５ステージ３２５に供給される。す
なわち、奇数番目に位置するステージ３２３、３２５、...は、奇数番目のステージの出
力を受ける。そして、第２ステージ３２２の出力は、インバータＩＮを経由して第４ステ
ージ３２４に供給され、第４ステージ３２４の出力は、インバータＩＮを経由して第６ス
テージに供給される。すなわち、偶数番目に位置するステージ３２４、...は、偶数番目
のステージの出力を受ける。
【００３７】
　図４は、各々のステージの内部回路を示す回路図である。説明の便宜のため、図４では
、第１クロック信号Ｃｌｋ１及び反転された第１クロック反転信号Ｃｌｋ１ｂに接続され
る第１ステージ３２１についてのみを示している。
【００３８】
　図４に示すように、本発明の第１ステージ３２１は、第１クロック信号Ｃｌｋ１、第１
クロック反転信号Ｃｌｋ１ｂ、及び開始信号ＳＰによって、第１信号及び第２信号のいず
れか１つを出力部３６に供給するための入力部３４と、入力部３４から供給される第１信
号または第２信号に対応して、発光制御信号の生成を制御する出力部３６と、初期駆動期
間に発光制御信号が供給され得るように制御する初期駆動制御部３８と、を有している。
【００３９】
　入力部３４は、第３電源ＶＤＤ及び第１入力端子に接続される第１トランジスタＭ１と
、第１入力端子及び第２入力端子に接続される第３トランジスタＭ３と、第３トランジス
タＭ３及び第３入力端子に接続される第２トランジスタＭ２と、第２トランジスタＭ２の
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ゲート電極と第１電極（ソース電極）との間に接続される第１キャパシタＣ１とを備える
。
【００４０】
　第１トランジスタＭ１の第１電極（ソース電極）は、第３電源ＶＤＤに接続され、ゲー
ト電極は、第１入力端子に接続される。ここで、第１入力端子は、第１クロック信号Ｃｌ
ｋ１を受信する端子である。そして、第１トランジスタＭ１の第２電極（ドレイン電極）
は、第１ノードＮ１に接続される。このような第１トランジスタＭ１は、第１入力端子に
ローレベルの第１クロック信号Ｃｌｋ１が供給されたときにターンオンし、第３電源ＶＤ
Ｄの電圧を第１ノードＮ１に供給する。
【００４１】
　第２トランジスタＭ２の第１電極は、第１ノードＮ１に接続され、第２電極は、第３入
力端子に接続される。ここで、第３入力端子は、反転された第１クロック反転信号Ｃｌｋ
１ｂを受信する端子である。そして、第２トランジスタＭ２のゲート電極は、第３トラン
ジスタＭ３の第１電極（ソース電極）に接続される。このような第２トランジスタＭ２は
、第１キャパシタＣ１に充電された電圧に対応してターンオンまたはターンオフする。
【００４２】
　第３トランジスタＭ３の第１電極は、第２トランジスタＭ２のゲート電極に接続され、
第２電極（ドレイン電極）は、第２入力端子に接続される。ここで、第２入力端子は、開
始信号ＳＰまたは前段のステージから出力された発光制御信号の反転信号を受信する端子
である。そして、第３トランジスタＭ３のゲート電極は、第１入力端子に接続される。第
３トランジスタＭ３は、第１入力端子にローレベルの第１クロック信号Ｃｌｋ１が供給さ
れたときにターンオンする。
【００４３】
　第１キャパシタＣ１は、第２トランジスタＭ２のゲート電極と第１電極との間に接続さ
れる。このような第１キャパシタＣ１は、第３トランジスタＭ３がターンオンし、第２入
力端子に開始信号ＳＰが供給されたときに第２トランジスタＭ２がターンオンし得る電圧
を充電し、それ以外の場合（第２入力端子に開始信号ＳＰが供給されていない場合）には
電圧を充電しない。
【００４４】
　出力部３６は、第１ノードＮ１に第２信号（ローレベルの電圧信号）が供給されたとき
に発光制御信号（ハイレベルの電圧信号）を出力し、それ以外の場合（すなわち、第１ノ
ードＮ１に第１信号（ハイレベルの電圧信号）が供給された場合）には発光制御信号を出
力しない。
【００４５】
　このため、出力部３６は、第３電源ＶＤＤに接続される第４トランジスタＭ４、第６ト
ランジスタＭ６、及び第８トランジスタＭ８、そして、第４電源ＶＳＳに接続される第５
トランジスタＭ５、第７トランジスタＭ７、及び第９トランジスタＭ９、並びに第９トラ
ンジスタＭ９のゲート電極と第１電極（ソース電極）との間に接続される第２キャパシタ
Ｃ２を備える。
【００４６】
　第４トランジスタＭ４の第１電極（ソース電極）は、第３電源ＶＤＤに接続され、第２
電極（ドレイン電極）は、第２ノードＮ２に接続される。そして、第４トランジスタＭ４
のゲート電極は、第１ノードＮ１に接続される。
【００４７】
　第５トランジスタＭ５の第１電極（ソース電極）は、第２ノードＮ２に接続され、第２
電極（ドレイン電極）は、第４電源ＶＳＳに接続される。そして、第５トランジスタＭ５
のゲート電極は、第１入力端子に接続される。
【００４８】
　第６トランジスタＭ６の第１電極（ソース電極）は、第３電源ＶＤＤに接続され、第２
電極（ドレイン電極）は、第７トランジスタＭ７の第１電極（ソース電極）に接続される
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。そして、第６トランジスタＭ６のゲート電極は、第２ノードＮ２に接続される。
【００４９】
　第７トランジスタＭ７の第１電極は、第６トランジスタＭ６の第２電極に接続され、第
２電極（ドレイン電極）は、第４電源ＶＳＳに接続される。そして、第７トランジスタＭ
７のゲート電極は、第１ノードＮ１に接続される。
【００５０】
　第８トランジスタＭ８の第１電極（ソース電極）は、第３電源ＶＤＤに接続され、第２
電極（ドレイン電極）は、発光制御線Ｅ１に接続される。そして、第８トランジスタＭ８
のゲート電極は、第６トランジスタＭ６の第２電極に接続される。
【００５１】
　第９トランジスタＭ９の第１電極（ソース電極）は、発光制御線Ｅ１に接続され、第２
電極（ドレイン電極）は、第４電源ＶＳＳに接続される。そして、第９トランジスタＭ９
のゲート電極は、第２ノードＮ２に接続される。
【００５２】
　第２キャパシタＣ２は、第９トランジスタＭ９のゲート電極と第１電極との間に接続さ
れる。このような第２キャパシタＣ２は、第９トランジスタＭ９のターンオン及びターン
オフを制御する。
【００５３】
　初期駆動制御部３８は、初期駆動期間において、発光制御線Ｅ１に発光制御信号が供給
されるように制御する。このような初期駆動制御部３８は、初期駆動期間に駆動され、画
素５０が通常駆動する通常駆動期間には駆動されない。初期駆動制御部３８は、第１０ト
ランジスタＭ１０と、第１１トランジスタＭ１１と、を備える。
【００５４】
　第１０トランジスタＭ１０の第１電極（ソース電極）は、第３電源ＶＤＤに接続され、
第２電極（ドレイン電極）は、第２トランジスタＭ２のゲート電極に接続される。そして
、第１０トランジスタＭ１０のゲート電極は、初期制御信号ＲＳ（ローレベル信号）を受
信する第４入力端子に接続される。このような第１０トランジスタＭ１０は、初期制御信
号ＲＳが供給されたときにターンオンし、初期制御信号が供給されていないときにターン
オフする。
【００５５】
　第１１トランジスタＭ１１の第１電極（ソース電極）は、第１ノードＮ１に接続され、
第２電極（ドレイン電極）は、第４電源ＶＳＳに接続される。そして、第１１トランジス
タＭ１１のゲート電極は、第４入力端子に接続される。このような第１１トランジスタＭ
１１は、初期制御信号が供給されたときにターンオンし、初期制御信号が供給されていな
いときにターンオフする。つまり、通常駆動期間においては、第１０トランジスタＭ１０
及び第１１トランジスタＭ１１は、ターンオフ状態を維持する。
【００５６】
　次に、図３及び図４を関連づけて動作過程を詳説する。図５ａ～図５ｄは、図４で示さ
れたステージの内部回路の通常駆動期間の動作過程における、各トランジスタのオン／オ
フを示す説明図である。図５ａ、ｂには、第１期間Ｔ１における各トランジスタのオン／
オフが示されており、図５ｃには第２期間Ｔ２の、図５ｄには第３期間Ｔ３の各トランジ
スタのオン／オフが示されている。まず、第１期間Ｔ１においては、第１クロック信号Ｃ
ｌｋ１がローレベルの電圧信号に設定され、第１クロック反転信号Ｃｌｋ１ｂがハイレベ
ルの電圧信号に設定される。この場合、図５ａに示すように、第１クロック信号Ｃｌｋ１
により、第１トランジスタＭ１及び第３トランジスタＭ３がターンオンする。
【００５７】
　第１トランジスタＭ１がターンオンすると、第１ノードＮ１の電圧が第３電源ＶＤＤの
電圧に上昇する。すなわち、第１ノードＮ１に第１信号（ハイレベルの電圧信号）の電圧
が印加される。第３トランジスタＭ３がターンオンすると、第１期間Ｔ１に供給される開
始信号ＳＰにより、第２トランジスタＭ２のゲート電極の電圧がローレベルの電圧に下降
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する。この場合、第１キャパシタＣ１は、第１ノードＮ１に印加された第３電源ＶＤＤの
電圧と第２トランジスタＭ２のゲート電極に印加されたローレベルの電圧との差を充電す
る。
【００５８】
　第２トランジスタＭ２がターンオンすると、第１クロック反転信号Ｃｌｋ１ｂの電圧が
第１ノードＮ１に供給される。ここで、第１クロック反転信号Ｃｌｋ１ｂの電圧レベルは
、ハイレベルに設定されており、例えば、第１クロック反転信号Ｃｌｋ１ｂのハイレベル
の電圧は、第３電源ＶＤＤの電圧と等しく設定され得る。すると、第１トランジスタＭ１
及び第２トランジスタＭ２が同時にターンオンした場合も、第１ノードＮ１の電圧をハイ
レベルに安定して維持することができる。
【００５９】
　第１ノードＮ１に第１信号の電圧が印加されると、第４トランジスタＭ４及び第７トラ
ンジスタＭ７がターンオフする。一方、第５トランジスタＭ５は、第１クロック信号Ｃｌ
ｋ１がローレベルを維持しても、第２キャパシタＣ２に格納された電圧によってターンオ
フ状態を維持する（第２キャパシタＣ２に電圧が充電される過程は、以下に説明する）。
実際に、第２キャパシタＣ２には、ＶＤＤ－（ＶＳＳ＋│Ｖｔｈ５│）以上の電圧が充電
される。そのため、第５トランジスタＭ５の第１電極の電圧が第１クロック信号Ｃｌｋ１
の電圧よりも低く設定され、これにより、第５トランジスタＭ５は、ターンオフ状態を維
持する。
【００６０】
　一方、第２ノードＮ２に印加された電圧（すなわち、第２キャパシタＣ２に充電された
電圧）により、第６トランジスタＭ６がターンオンする。図５ｂには、第６トランジスタ
Ｍ６がターンオンしてからの各トランジスタのオン／オフが示されている。第６トランジ
スタＭ６がターンオンすると、第３電源ＶＤＤの電圧が第８トランジスタＭ８のゲート電
極に供給される。すると、第８トランジスタＭ８はターンオフする。
【００６１】
　一方、第９トランジスタＭ９は、第２キャパシタＣ２に充電された電圧により、ターン
オン状態を維持し、これにより、発光制御線Ｅ１は、第４電源ＶＳＳの出力電圧（第２レ
ベルの電圧）を維持する。ここで、第２キャパシタＣ２にＶＤＤ－（ＶＳＳ＋│Ｖｔｈ５

│）以上の電圧が充電されるため、発光制御線Ｅ１の電圧は、第４電源ＶＳＳの電圧まで
プルダウンされる。
【００６２】
　その後、第２期間Ｔ２において、第１クロック信号Ｃｌｋ１がハイレベルに設定され、
第１クロック反転信号Ｃｌｋ１ｂがローレベルに設定される。第１クロック信号Ｃｌｋ１
がハイレベルに設定されると、図５ｃのように、第１トランジスタＭ１、第３トランジス
タＭ３、及び第５トランジスタＭ５がターンオフする。このとき、第２トランジスタＭ２
は、以前の期間に第１キャパシタＣ１に充電された電圧によってターンオンする。第２ト
ランジスタＭ２がターンオンすると、第１ノードＮ１の電圧が第１クロック反転信号Ｃｌ
ｋ１ｂのレベル（例えば、第４電源ＶＳＳ）、すなわち、ローレベルに下降する。
【００６３】
　第１ノードＮ１に第２信号（ローレベル）の電圧が印加されると、第４トランジスタＭ
４及び第７トランジスタＭ７がターンオンする。第４トランジスタＭ４がターンオンする
と、第２ノードＮ２の電圧が第３電源ＶＤＤの電圧に上昇する。すると、第６トランジス
タＭ６及び第９トランジスタＭ９がターンオフする。第７トランジスタＭ７がターンオン
すると、第８トランジスタＭ８のゲート電極の電圧が第４電源ＶＳＳの電圧に下降し、第
８トランジスタＭ８がターンオンする。第８トランジスタＭ８がターンオンすると、発光
制御線Ｅ１に第３電源ＶＤＤの電圧（第１レベルの電圧）が供給される。すなわち、第２
期間Ｔ２には、発光制御線Ｅ１に発光制御信号が供給される。そして、第２期間Ｔ２にお
いて、第２キャパシタＣ２の両側端には第３電源ＶＤＤの電圧が供給されるため、第２キ
ャパシタＣ２には電圧が充電されない。
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【００６４】
　その後、第３期間Ｔ３には、第１クロック信号Ｃｌｋ１がローレベルに設定され、第１
クロック反転信号Ｃｌｋ１ｂがハイレベルに設定される。すると、第３期間Ｔ３において
、図５ｄのように、第１クロック信号Ｃｌｋ１により、第１トランジスタＭ１、第３トラ
ンジスタＭ３、及び第５トランジスタＭ５がターンオンする。第１トランジスタＭ１がタ
ーンオンすると、第１ノードＮ１の電圧が第３電源ＶＤＤの電圧に上昇する。すなわち、
第１ノードＮ１に第１信号（ハイレベル）の電圧が印加される。
【００６５】
　第１トランジスタＭ１がターンオンすると、第３トランジスタＭ３がターンオンする。
ここで、第３期間Ｔ３において、開始信号ＳＰは、ハイレベル（例えば、第３電源ＶＤＤ
の電圧）の電圧を維持するため、第２トランジスタＭ２は、ターンオフ状態を維持する。
そして、第１キャパシタＣ１の両側端の電圧が第３電源ＶＤＤの電圧に設定されるため、
第１キャパシタＣ１には電圧が充電されない。実際に、第１キャパシタＣ１は、開始信号
ＳＰがローレベルに設定されたときにのみ所定の電圧を充電し、それ以外の期間には電圧
を充電しない。
【００６６】
　一方、第２トランジスタＭ２がターンオフし、第１ノードＮ１に第１信号の電圧が印加
されたとき、第１クロック反転信号Ｃｌｋ１ｂは、ハイレベルを維持している。したがっ
て、本実施の形態では、第１ノードＮ１が第１信号の電圧に維持されても、第２トランジ
スタＭ２を経由して電流が流れることを防止することができ、これにより、消費電力を最
小化することができる。
【００６７】
　一方、第５トランジスタＭ５がターンオンすると、第２ノードＮ２の電圧は、ＶＳＳ＋
│Ｖｔｈ５│の電圧までプルダウンされる（│Ｖｔｈ５│は、第５トランジスタＭ５の閾
値電圧）。そして、第２ノードＮ２の電圧がＶＳＳ＋│Ｖｔｈ５│の電圧までプルダウン
された後、第５トランジスタＭ５は、ターンオフ状態に転換される。このとき、第２キャ
パシタＣ２には、第２ノードＮ２に印加されたＶＳＳ＋│Ｖｔｈ５│の電圧と、発光制御
線Ｅ１に印加された第３電源ＶＤＤにより、ＶＤＤ－（ＶＳＳ＋│Ｖｔｈ５│）以上の電
圧とが充電される。
【００６８】
　その後、第１ノードＮ１に印加された第１信号の電圧により、第４トランジスタＭ４及
び第７トランジスタＭ７はターンオフし、第２キャパシタＣ２に充電された電圧により、
第６トランジスタＭ６及び第９トランジスタＭ９はターンオンする。
【００６９】
　第６トランジスタＭ６がターンオンすると、第８トランジスタＭ８のゲート電極に第３
電源ＶＤＤの電圧が印加され、第８トランジスタＭ８がターンオフする。第９トランジス
タＭ９がターンオンすると、Ｔ２期間にハイ状態を維持していた発光制御線Ｅ１の電圧は
、第４電源ＶＳＳの電圧に下降する。このとき、第５トランジスタＭ５がターンオフ状態
に設定されるため（すなわち、フローティング状態）、第２キャパシタＣ２に充電された
電圧が維持され、これにより、発光制御線Ｅ１の電圧は、第４電源ＶＳＳの電圧までプル
ダウンされる。
【００７０】
　その後、Ｔ４期間に第１クロック信号Ｃｌｋ１がハイレベルに設定され、第１クロック
反転信号Ｃｌｋ１ｂがローレベルに設定されても、開始信号ＳＰが再供給される前まで、
第１ノードＮ１には第１信号（ハイレベル）の電圧のみが印加される。言い換えれば、開
始信号ＳＰが再供給される前まで、第１キャパシタＣ１には電圧が充電されず、これによ
り、第２トランジスタＭ２は、ターンオフ状態を維持する。すると、第２キャパシタＣ２
に充電された電圧により、第９トランジスタＭ９がターンオン状態を維持しつつ、略１フ
レーム期間において、発光制御線Ｅ１に第４電源ＶＳＳの電圧を供給する。
【００７１】
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　図６は、初期駆動期間及び通常駆動期間における初期制御信号の変化を示す説明図であ
る。図７は、図４で示されたステージの内部回路の初期駆動期間における各トランジスタ
のオン／オフを示す説明図である。図６に示すように、本実施の形態においては、初期駆
動期間に初期制御信号ＲＳ（ローレベルの電圧信号）が供給され、通常駆動期間には初期
制御信号ＲＳが供給されない。
【００７２】
　初期駆動期間に初期制御信号ＲＳが供給されると、図７のように、初期駆動制御部３８
に含まれている第１０トランジスタＭ１０及び第１１トランジスタＭ１１がターンオンす
る。第１０トランジスタＭ１０がターンオンすると、第２トランジスタＭ２のゲート電極
に第３電源ＶＤＤの電圧が供給され、これにより、第２トランジスタＭ２がターンオフす
る。
【００７３】
　第１１トランジスタＭ１１がターンオンすると、第４電源ＶＳＳの電圧が第１ノードＮ
１に供給される。すなわち、第１ノードＮ１に第２信号が供給される。第１ノードＮ１に
第２信号が供給されると、第４トランジスタＭ４及び第７トランジスタＭ７がターンオン
する。
【００７４】
　第４トランジスタＭ４がターンオンすると、第３電源ＶＤＤが第２ノードＮ２に供給さ
れ、第６トランジスタＭ６がターンオフする。第７トランジスタＭ７がターンオンすると
、第４電源ＶＳＳが第８トランジスタＭ８のゲート電極に供給され、第８トランジスタＭ
８がターンオンする。第８トランジスタＭ８がターンオンすると、第３電源ＶＤＤの電圧
が発光制御線Ｅ１に供給される。
【００７５】
　このように、本実施の形態による有機電界発光表示装置のエミッション駆動部において
は、例えば発光制御線Ｅ１に接続される第１ステージ３２１内の初期駆動制御部３８が、
電源の入力から画素部の画素が通常発光する前までの初期駆動期間には、発光制御線Ｅ１
に発光制御信号が供給されるように駆動されて画素を非発光状態に設定するので、画素の
異常な発光を防止することができ、有機電界発光表示装置の表示品質を向上させることが
できる。
【００７６】
　以上、添付図面を参照しながら本発明の好適な実施形態について説明したが、本発明は
係る例に限定されないことは言うまでもない。当業者であれば、特許請求の範囲に記載さ
れた範疇内において、各種の変更例または修正例に想到し得ることは明らかであり、それ
らについても当然に本発明の技術的範囲に属するものと了解される。
【図面の簡単な説明】
【００７７】
【図１】本発明の実施の形態に係る有機電界発光表示装置の構成を示す説明図である。
【図２】本発明の実施の形態に係るエミッション駆動部の構成を概略的に示す説明図であ
る。
【図３】本発明の実施の形態に係るエミッション駆動部の通常駆動期間のステージの動作
過程において加えられる信号のタイミングが示された説明図である。
【図４】本発明の実施の形態に係るエミッション駆動部のステージの内部回路を示す回路
図である。
【図５ａ】図４で示されたステージの内部回路の通常駆動期間の第１期間Ｔ１において、
第６トランジスタＭ６がターンオンするまでの各トランジスタのオン／オフを示す説明図
である。
【図５ｂ】図４で示されたステージの内部回路の通常駆動期間の第１期間Ｔ１において、
第６トランジスタＭ６がターンオンしてからの各トランジスタのオン／オフを示す説明図
である。
【図５ｃ】図４で示されたステージの内部回路の通常駆動期間の第２期間Ｔ２における各
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【図５ｄ】図４で示されたステージの内部回路の通常駆動期間の第３期間Ｔ３における各
トランジスタのオン／オフを示す説明図である。
【図６】初期駆動期間及び通常駆動期間における初期制御信号の変化を示す説明図である
。
【図７】図４で示されたステージの内部回路の初期駆動期間における、各トランジスタの
オン／オフを示す説明図である。
【符号の説明】
【００７８】
　　１０　　　走査駆動部
　　２０　　　データ駆動部
　　３０　　　エミッション駆動部
　　３４　　　入力部
　　３６　　　出力部
　　３８　　　初期駆動制御部
　　４０　　　画素部
　　５０　　　画素
　　６０　　　タイミング制御部

【図１】 【図２】
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【図５ｃ】

【図５ｄ】

【図６】

【図７】
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摘要(译)

要解决的问题：提供能够向所有发光控制线提供发光控制信号的发光驱
动器和有机发光显示装置，使得在初始驱动期间可以将像素设置在非发
光状态。期。解决方案：将发光控制信号提供给有机发光显示装置的多
个发光控制线E1至En的发光驱动器30包括分别连接至发光控制线的多个
级。每个级包括：输入单元34，用于将第一信号和第二信号之一提供给
第一节点;输出单元36，用于在第一信号输入到第一节点时输出第一电平
电压，当第一信号输入到第一节点时输出第二电平电压;初始驱动控制器
38，用于在输入电源的初始驱动时段期间将第二信号提供给第一节点。Ž
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